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二
〇
二
三
年
郡
中
御
影
報
恩
講

二
〇
二
三
年
七
月
二
三
日

教
如
上
人
と
郡
中
御
影

大
谷
大
学
名
誉
教
授

草
野
顕
之

午
前
の
部

教
如
上
人
と
石
山
合
戦

午
後
の
部

東
西
分
派
と
郡
中
御
影

【
本
願
寺
略
系
譜
】（
尊
称
を
略
す
）

善
鸞

如
信

存
覚

２

親
鸞

覚
信

覚
恵

覚
如

従
覚

善
如

綽
如

巧
如

存
如

１

３

４

５

６

７

唯
善

頓
円

空
覚

周
覚

如
乗

順
如

蓮
如

実
如

円
如

証
如

顕
如

教
如

（
東
本
願
寺
）

８

９

１
０

１
１

１
２

＝

応
玄

実
悟

三
条
公
頼

如
春
尼

准
如

（
西
本
願
寺
）

【
教
如
上
人
略
年
譜
（
誕
生
～
石
山
合
戦
）】

（
和
暦
）

（
西
暦
）

（

事

項

）

永
禄

元
・
一
五
五
八

教
如
上
人
誕
生
。

元
亀

元
・
一
五
七
〇

織
田
信
長
と
本
願
寺
が
戦
う
（
石
山
合
戦
）。

元
亀

三
・
一
五
七
二

武
田
信
玄
の
扱
い
に
よ
り
信
長
と
和
睦
す
る
。

天
正

二
・
一
五
七
四

信
長
、
長
島
一
向
一
揆
を
攻
め
る
。
一
揆
勢
、
越
前
を
お
さ
え
る
。

天
正

三
・
一
五
七
五

本
願
寺
と
信
長
、
和
睦
す
る
。

天
正

五
・
一
五
七
七

教
如
上
人
の
弟
・
准
如
上
人
が
誕
生
す
る
。

天
正

八
・
一
五
八
〇

天
皇
の
命
に
よ
り
信
長
と
本
願
寺
は
和
睦
、
顕
如
上
人
は
紀
伊
国
鷺
森
に
至
る
（

･
)

。

4

10

教
如
上
人
は
勘
当
さ
れ
る
も
籠
城
を
続
け
、
四
カ
月
後
に
退
去
す
る
（

･
）。

8

2

【
資
料
】

①
『
御
文
』（
帖
外
）

そ
も
そ
も
能
美
郡
同
行
中
に
仏
法
に
就
い
て
四
講
と
云
う
事
を
始
め
て
、
当
流
法
義
の
是
非
邪
正
を
讃
嘆
す
べ
き
興
行

こ
れ
在
る
の
由
聞
え
候
。
誠
に
以
て
仏
法
興
隆
の
根
元
、
往
生
浄
土
の
支
度
、
殊
勝
に
覚
え
候
（
後
略
）

文
明
十
八
年
正
月
四
日

能
美
郡
四
講
中
ヘ

②
『
重
編
応
仁
記
』（
永
禄
十
一
年
・15

6
8

）

さ
て
又
畿
内
繁
昌
の
地
、
在
々
所
々
寺
社
等
迄
、
公
方
家
再
興
の
御
軍
用
、
今
度
大
切
の
御
事
な
れ
ば
、
各
々
金
銭
を

差
上
け
て
然
る
べ
き
由
、
相
触
れ
ら
れ
け
る
程
に
、
皆
人
是
を
献
上
す
、
中
に
も
大
坂
本
願
寺
は
、
一
向
宗
門
の
惣
本

寺
大
富
裕
な
れ
ば
と
て
、
五
千
貫
を
課
せ
ら
れ
し
に
、
住
持
光
佐
上
人
、
難
渋
に
及
ば
ず
、
五
千
貫
を
献
上
す

（

顕

如

）

③
『
顕
如
上
人
御
消
息
』（
元
亀
元
年
）

信
長
上
洛
に
就
き
、
此
方
迷
惑
せ
し
め
候
、
去
々
年
以
来
、
難
題
を
懸
け
申
し
付
け
て
、
随
分
成
る
扱
い
、
彼
方
に
応

じ
候
と
い
え
ど
も
、
そ
の
詮
な
し
、
破
却
す
べ
き
由
、
慥
に
告
げ
来
た
り
候
、
此
上
は
力
及
ば
ず
候
、
然
ば
開
山
の
一

流
、
此
の
時
退
転
な
き
様
、
各
々
身
命
を
顧
み
ず
、
忠
節
を
抽
ん
ず
べ
き
事
有
り
難
く
候
、（
後
略
）

九
月
二
日

顕
如
（
花
押
）

濃
州
郡
上
惣
門
徒
中
江
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④
『
信
長
公
記
』（
元
亀
元
年
）

（
石
山
合
戦
図
、
大
阪
城
博
物
館
）

九
月
十
二
日
、
野
田
・
福
島
の
十
町
ば
か
り
北
に
、
海
老
江

と
申
す
在
所
候
。
公
方
様
・
信
長
公
、
御
一
所
に
詰
め
陣
に

御
陣
を
据
え
さ
せ
ら
れ
、（
中
略
）
然
ら
ば
、
野
田
・
福
島
種

々
懇
望
致
し
、
無
事
の
儀
申
し
扱
い
候
と
い
え
ど
も
、
と
て

も
程
あ
る
べ
か
ら
ざ
る
の
間
、
攻
め
干
さ
る
べ
き
の
由
候
て
、

御
許
容
こ
れ
な
く
、
野
田
・
福
島
落
居
候
は
ば
大
坂
滅
亡
の

儀
と
存
知
候
歟
、

九
月
十
三
日
夜
中
に
手
を
出
し
、
ろ
う
の
岸
・
川
口
両
所
の

御
取
出
へ
大
坂
よ
り
鉄
砲
を
打
ち
入
れ
、
一
揆
蜂
起
候
と
い

え
ど
も
、
異
な
る
子
細
な
く
候
。（
以
下
略
）

⑤
「
正
親
町
天
皇
女
房
奉
書
」

仰
［
天
正
七
年
十
二
月
廿
五
］
前
右
府
和
談
の
事
、
打
ち
置
か

(

信

長)

れ
が
た
く
思
し
召
し
候
ま
ま
、
仰
せ
出
さ
れ
候
、
別
儀
な
き

よ
う
に
、
分
別
加
え
ら
れ
候
は
ば
、
し
か
る
べ
く
思
し
召
し

候
わ
ん
ず
る
由
、
両
人
申
さ
れ
候
べ
く
候
、
か
し
く

(

使
者)

本
願
寺
殿
へ

⑥
「
織
田
信
長
起
請
文
」（
天
正
八
年
）

一
、
惣
赦
免
の
事
、（
三
箇
条
略
）

一
、
賀
州
の
二
郡
、
大
坂
退
城
以
後
、
如
在
な
き
に
お
い
て
は
、
返
し
付
く
べ
き
事
、

一
、
月
切
は
、
七
月
盆
前
に
究
む
べ
き
事
、（
一
箇
条
略
）

三
月
十
七
日
（
信
長
朱
印
）

⑦
「
教
如
上
人
御
消
息
」

今
度
□
□
無
事
す
で
に
相
調
い
候
に
付
、
当
寺
信
長
へ
相
渡
す
べ
き
分
に
候
、
然
ら
ば
数
代
の
本
寺
、
聖
人
の
御
座
を

(

和
談)

彼
の
輩
の
馬
の
蹄
に
汚
さ
ん
事
、
一
宗
の
無
念
な
げ
き
入
る
ば
か
り
に
候
、
そ
れ
に
就
き
仏
法
の
威
光
を
以
て
、
な
る

べ
き
裡
は
当
寺
あ
い
抱
う
べ
く
思
い
立
つ
事
に
候
、
此
の
儀
は
更
に
以
て
御
門
主
に
対
し
私
曲
を
構
え
る
所
存
に
あ
ら

ず
候
、
た
だ
ひ
と
え
に
当
流
相
続
候
て
仏
法
退
転
な
き
よ
う
に
と
思
う
事
に
候(

後
略)

天
正
八
年
閏
三
月
七
日

教
如

⑧
『
信
長
公
記
』（
天
正
八
年
）

閏
三
月
九
日
、
柴
田
修
理
亮
、
賀
州
へ
乱
入
、
湊
川
、
手
取
川
を
打
ち
越
え
、
宮
の
腰
に
陣
取
り
所
々
へ
放
火
し
候
、

布
市
に
楯
籠
も
る
一
揆
を
追
い
払
い
、
数
多
切
り
捨
て
分
捕
さ
せ
、
是
よ
り
次
第
に
奥
へ
焼
き
入
り
、
越
中
へ
越
し
候

（
後
略
）

⑨
「
教
如
上
人
御
消
息
」

（
前
略
）
結
句
、
当
寺
を
彼
方
に
相
渡
し
退
出
候
は
ば
、
表
裏
は
眼
前
に
候
、
左
様
に
候
と
き
は
、
数
代
聖
人
の
御
座

ど
こ
ろ
を
、
か
の
物
共
の
馬
の
蹄
に
汚
し
果
て
ん
こ
と
、
あ
ま
り
に
／
＼
く
ち
お
し
く
歎
き
入
り
候
（
後
略
）

後
三
月
十
三
日

教
如
（
花
押
）

了
順
（
以
下
五
名
省
略
）

⑩
「
明
性
寺
賢
了
書
状
」（
明
性
寺
蔵
・
年
次
不
詳
）

今
度
新
六
差
し
遣
し
候
に
付
一
筆
申
し
進
ら
せ
候
、
信
長
は
大
敵
に
て
当
城
防
ぎ
難
く
、
我
等
の
最
期
も
近
々
と
覚
え

候
、
其
方
の
成
人
も
見
届
け
度
候
え
共
、
法
の
た
め
命
を
捨
て
候
事
本
望
の
至
、
必
々
御
悔
有
ま
じ
く
候
、
母
の
歎
も

御
助
成
ら
る
べ
く
候
、
穴
賢

三
月
七
日

賢
了
（
花
押
）

明
性
寺

益
田
伊
織
殿
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二
〇
二
三
年
郡
中
御
影
報
恩
講

二
〇
二
三
年
七
月
二
三
日

教
如
上
人
と
郡
中
御
影

大
谷
大
学
名
誉
教
授

草
野
顕
之

午
前
の
部

教
如
上
人
と
石
山
合
戦

午
後
の
部

東
西
分
派
と
郡
中
御
影

【
本
願
寺
略
系
譜
】（
尊
称
を
略
す
）

善
鸞

如
信

存
覚

２

親
鸞

覚
信

覚
恵

覚
如

従
覚

善
如

綽
如

巧
如

存
如

１

３

４

５

６

７

唯
善

頓
円

空
覚

周
覚

如
乗

順
如

蓮
如

実
如

円
如

証
如

顕
如

教
如

（
東
本
願
寺
）

８

９

１
０

１
１

１
２

＝

応
玄

実
悟

三
条
公
頼

如
春
尼

准
如

（
西
本
願
寺
）

【
教
如
上
人
略
年
譜
（
石
山
合
戦
～
逝
去
）】

天
正
一
〇
・
一
五
八
二

織
田
信
長
、
本
能
寺
の
変
に
よ
り
急
死
、
顕
如
上
人
と
教
如
上
人
が
和
解
す
る
。

天
正
一
九
・
一
五
九
一

秀
吉
、
京
都
堀
川
七
条
に
寺
地
を
寄
進
し
本
願
寺
が
再
建
さ
る
（
現
在
の
西
本
願
寺
）。

文
禄

元
・
一
五
九
二

顕
如
上
人
が
示
寂
し
、
教
如
上
人
が
継
職
す
る
。

文
禄

二
・
一
五
九
三

教
如
上
人
、
秀
吉
の
命
で
隠
退
す
る
。

文
禄

四
・
一
五
九
五

教
如
上
人
、
郡
中
御
影
を
免
許
す
る
。

慶
長

三
・
一
五
九
八

顕
如
上
人
の
妻
・
如
春
尼
示
寂
す
る
。
豊
臣
秀
吉
没
す
。

徳
川
家
康
と
教
如
上
人
の
交
流
始
ま
る
。
教
如
上
人
大
坂
に
大
谷
本
願
寺
を
建
て
る
。

慶
長

四
・
一
五
九
九

教
如
上
人
、
正
信
偈
・
三
帖
和
讃
を
開
板
す
る

慶
長

五
・
一
六
〇
〇

教
如
上
人
、
関
東
に
徳
川
家
康
を
見
舞
う
。
関
ヶ
原
の
合
戦
後
、
教
如
上
人
上
洛
す
る
家

康
を
大
津
に
迎
え
る
。

慶
長

七
・
一
六
〇
二

家
康
、
教
如
上
人
に
烏
丸
六
条
の
寺
地
を
寄
進
（
東
本
願
寺
の
分
立
）。

慶
長
一
九
・
一
六
一
四

教
如
上
人
逝
去
。

①
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」（
文
禄
元
年
）

門
跡
不
慮
の
儀
、
無
是
非
な
き
次
第
、
言
語
を
絶
し
候
、
な
か
ん
就
く
其
方
摠
領
の
儀
に
候
間
、
相
続
有
っ
て
、
法
度

以
下
堅
く
申
し
付
け
、
勤
行
怠
慢
な
く
当
家
を
相
い
立
つ
覚
悟
を
持
つ
こ
と
肝
要
に
候
、
然
ば
門
跡
本
坊
へ
相
い
移
ら

れ
、
其
方
の
屋
形
へ
理
光
院
を
う
つ
し
、
北
の
御
か
た
相
い
副
え
、
一
所
に
之
有
り
て
然
る
べ
く
候
歟
、
興
門
・
理
門

を
も
引
き
廻
し
、
母
儀
へ
も
孝
行
に
候
て
尤
も
候
、
猶
淺
野
弾
正
・
楽
院
・
木
下
半
介
申
す
べ
く
候
、
恐
々
謹
言

極
月
十
二
日

秀
吉
（
朱
印
）

本
願
寺
新
門
跡

②
『
駒
井
日
記
』（
文
禄
二
年
閏
九
月
十
六
日
、
抄
出
）

一
、
大
坂
に
居
拵
わ
ら
れ
候
事
、

一
、
信
長
様
御
一
類
に
は
大
敵
に
て
候
事
、

一
、
当
門
跡
不
行
儀
の
事
、
先
の
門
跡
の
時
よ
り
連
々
と
申
し
上
ぐ
る
事
、

一
、
代
譲
り
状
こ
れ
有
る
事
、
先
代
よ
り
譲
り
状
も
こ
れ
有
る
の
由
の
事
、
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一
、
先
の
門
跡
折
檻
の
者
を
召
し
出
し
候
事
、

一
、
召
し
出
さ
れ
候
人
よ
り
も
、
罷
り
出
で
候
者
共
不
届
に
思
し
召
さ
れ
候
事
、

一
、
右
の
如
く
嗜
み
候
は
ば
、
十
年
家
を
も
ち
、
十
年
目
に
理
門
へ
相
い
渡
さ
る

べ
き
事
、

③
「
顕
如
留
守
識
譲
状
」

譲
り
渡
し
状

大
谷
本
願
寺
御
影
堂
御
留
守
職
の
事
、
阿
茶
た
る
べ
き
者
也
、
先
年
こ
れ
を
書
く

と
い
え
ど
も
、
猶
後
代
の
た
め
書
き
置
き
候
、
此
の
旨
違
背
の
輩
こ
れ
在
る
に
お

い
て
は
、
堅
く
成
敗
を
加
う
べ
き
も
の
也
、
仍
っ
て
譲
状
件
の
如
し
、

天
正
十
五
丁
亥
暦
極
月
六
日

光
佐
（
花
押
）

阿
茶
御
か
た
へ

④
「
豊
臣
秀
吉
朱
印
状
」

本
願
寺
影
堂
留
守
職
の
事
、
親
鸞
聖
人
以
来
代
々
の
証
文
、
殊
に
先
師
光
佐
の
譲
状
に
明
鏡
の
次
第
、
則
ち
殿
下
叡
慮

を
経
て
、
三
男
た
り
と
い
え
ど
も
、
寺
法
の
旨
に
任
せ
、
光
昭
に
仰
せ
付
け
ら
る
る
儀
尤
も
に
候
、
然
ば
勤
行
等
弥
懈

怠
な
く
相
い
励
む
べ
き
事
専
一
に
候
也

文
禄
弐

十
月
十
六
日
（
秀
吉
朱
印
）

本
願
寺
殿

⑤
『
重
要
日
記
抜
書
』（
続
真
宗
大
系
）

（
慶
長
五
年
）
七
月
二
日
内
府
様
御
見
舞
に
東
国
へ
御
下
向
。
十
七
日
東
国
よ
り
還
御
。
九
月
十
九
日
内
府
様
御
迎
に

江
州
へ
御
越
成
ら
る
、
廿
日
大
津
城
に
て
御
対
面
、
同
日
七
ッ
時
還
御
。

（
慶
長
六
年
）
八
月
十
六
日
内
府
様
伏
見
よ
り
上
京
の
御
屋
鋪
へ
御
成
、
御
下
り
掛
に
此
方
へ
御
成
、
御
土
産
［
銀
二
百

枚
白
布
三
百
端
］
内
府
様
七
ッ
打
御
帰
。
十
七
日
伏
見
へ
御
礼
に
御
出
成
ら
れ
候
。

⑥
『
金
鍮
記
』（
慶
長
五
年
・
真
宗
全
書
）

関
原
御
対
治
あ
り
て
御
上
洛
。
伏
見
の
西
ノ
丸
に
御
在
す
。（
中
略
）
其
後
本
多
佐
渡
守
大
権
現
へ
申
上
ら
る
る
よ
う
。

此
の
次
手
を
以
て
、
教
如
へ
別
に
境
内
を
遣
わ
さ
れ
。
両
家
に
成
し
て
お
か
れ
候
は
ば
。
天
下
の
御
仕
置
の
為
に
も
。

よ
ろ
し
か
る
べ
き
と
存
ず
る
子
細
を
。
申
し
上
げ
ら
れ
し
か
ば
。
尤
も
と
思
し
召
し
。
京
の
所
司
代
板
倉
与
左
衛
門
［
後

伊
賀
守
勝
重
］
加
藤
喜
左
衛
門
両
人
へ
仰
せ
付
け
ら
れ
。
今
の
裏
方
の
境
内
を
渡
さ
る
。

⑦
『
宇
野
新
蔵
覚
書
』（
慶
長
五
年
・
続
真
宗
大
系
）

大
御
所
様
御
代
に
当
寺
内
拝
領
成
ら
れ
、
西
よ
り
御
堂
万
御
引
成
ら
れ
候
。（
中
略
）、
此
上
は
貴
所
の
世
に
成
り
候
、

と
思
し
召
し
候
へ
、
と
御
意
成
ら
れ
候
処
に
、
本
多
佐
渡
頭
大
御
所
様
へ
申
し
上
げ
ら
れ
候
は
、
本
願
寺
の
家
は
余
の

家
に
は
替
り
申
し
候
、
其
の
上
太
閤
の
御
代
に
二
本
に
成
ら
れ
候
、
右
の
通
に
成
さ
れ
候
て
然
る
べ
し
、
と
申
し
上
げ

ら
れ
候
。（
中
略
）
尤
も
と
御
所
様
御
う
け
成
ら
れ
候
て
、
其
そ
替
り
に
此
の
四
町
四
方
進
ら
せ
ら
れ
候
。

⑧
隠
退
時
代
の
教
如
上
人
裏
書
（
種
類
別
・
下
付
国
別
）

（
種
類
別
）

（
下
付
国
別
）

顕
如
画
像

越
後
国

美
濃
国

14

7

2

親
鸞
画
像

三
河
国

信
濃
国

6

4

1

教
如
寿
像

尾
張
国

飛
騨
国

4

3

1

蓮
如
画
像

加
賀
国

そ
の
他

2

3

2

近
江
国

3


